
～技能検定一級又は単―等級技能士の方へ～
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現場の管理では、技術革新のスピードヘの迅速な対応、顧客ニーズに適切に応える問

題解決や各種管理能力の向上など、求められる課題が沢山ありますが、技能者個々の

能力を高めそれを組織力の向上につなげることが最も重要な課題であると考えられ

ます。技能検定の次のステップとして是非チャレンジしてください。
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・この講習は、施工等―定の技能を身に付けた方々（1級又は単―等級技能士など）を対象に、今後、企業に求め

られる施工管理者等として最も重要な仕事のーつである部下の育成に必要となる職業訓練指導に関する理論や知

識を身に付けることを目的に実施します。
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　　　　　実技指導案（例）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No.

シーッtリネン篆jたたみ

介－ではベッドメーキングを頻繁に行う．リi･ン如をlf確にたたむことで、

ぺ７ドメークの効率が高まる

３．Ｕ　標　i.lJ布地の支・≫. J-.-Tを判別できる

　　　　　　It; IKjUtlKでりネン澗を広lすゐときに祁合のよい手順でたためる

４．馬導眉且（IJ布埼のま・Ｓ，上・下の判詞

　　　　　　･12:Iたたむ順序｛敏中表４う萌り→禍新lg-･ヘム幅j

　　　　　　り｝たたし順序の登味呟げるときに表が上．中心細と上下の見つけやすさ］

５。鴎　絹

６．調練ｔ数

７．場　li

l.所要鯖潤

illたたt禰薯亭tＳや霖１哨

iﾖ』たたbmfwatii£げi

･il･I I人・２人でのたたみ方

草　ｌ且

　　21名

１時問

９。教　材　①実習課題Still CJlシーツ

指導段落 跨問 指豚項目と一階方眼　　　　　　ｊ

導

入

劾嚢づけ

●２つのシーフを憧りて指導以ｶ1ぺ7 F･メータをしてみせ．どちらかf喬よくた

　ためたか．それはなぜかを匈いてみる

　１つは圧しくたなんだシーッ．１りは間違９たたたみ方である

　次のようにまとめる

・正しくたたまれていれぱ．表裏哺･心線・上下を見つけやすい

・£しいシーツのたたみゐかベッり一タの効率を高める

　　　Ｓ分

提示

･＼mを,J.す

削布地の表・ｌ．上・ｙをll到できる

ｌｎＬλ又は２人でlj冬ン朗を広げるときに艦含のよい1同でたためる

●指導項目を示す

服布地の喪・ｌ．Ｌ・下の判別

‘syたたむ曙昨凛中表４う折り-･櫛折り→ヘム報)

圃たたむ瓶序のB≪!£irると斟こ表がＬ，中心臓とｔＴめ見つけやすさ)

哨ｌ入・２人でのたたみ方

01布地の表・≪.t■Fの詞別

勁機づけ

Ｓ分

●シーツには．去・喪．上・Fがあることを告げる

　゛や:■K4:aくときどのように翼いて敷くかＺ人組で考えさせる

　理由と表・婁．ｈ・下を答えさせる

・示 ●理由と表･襄，ｔ・ｙを承す



職業能力開発施設で訓練指導を担当する者の公的な資格制度（職業能力開発促進法）です。

職業訓練指導員免許所持者は、その資質から能力開発施設のみならず企業内ＯＪＴなどによる教育・訓練の担当

者（管理・監督者など）としても、その持ちうる資質から、期待できます。

※「職業訓練指導員免許」を取得するには、一定の資格要件等が必要になります。詳しくは、鹿児島県商工労働

水産部雇用労政課　民間訓練係TEL099-286-3019にお問い合わせ下さい。

園芸科

造園科

森林環境保全科

鉄鋼科

鋳造科

鍛造科

熱処理科

塑性加工科

溶接科

構造物鉄工科

金属表面処理科

機械科

電子科

電気科

コンピュータ制御

科

発変電科

送配電科

・電気工事科

｜自動車製造科

ｌ自動車整備科

ｉ自動車車体整備科

航空機製造科

航空機整備科

鉄道車両科

造船科

職業訓練指導員免許職種一覧

ｉ

時計科

光学ガラス科

光学機器科

計測機器科

理化学機器科

製材機械科

内燃機関科

建設機械科

農業機械科

縫製機械科

織布科

織機調整科

染色科

ニット科

洋裁科

洋服科

縫製科

和裁科

寝具科

帆布製品科

木型科

木工科

工業包装科

紙器科

製版・印刷科

- 一 一

製本科

プラスチック製品

科

レザー加工科

ガラス科

(123職種)

Ｉ表具科

左官・タイル科

築炉科

ブロック建築科

熱絶縁科

ほうろう製品科　　ｌ冷凍空調機器科

陶磁器科

石材科

麺科

パン・菓子科

！食肉科

水産物加工科

発酵科

建築科

枠組壁建築科

とび科

建設科

プレハブ建築科

屋根科

スレート科

建築板金科

防水科

サッシガラス施工

科

畳科
｜

｜

｜

配管科

住宅設備機器科

さ＜井科

土木科

測量科

建築物設備管理科

ポイラー科

クレーン科

建設機械運転科

港湾荷役科

化学分析科

公害検査科

木材工芸科

竹工芸科

漆器科

貴金属・宝石科

印章彫刻科

塗装科

インテリア科

広告美術科

デザイン科

義肢装具科

電気通信科

電話交換科

ji務科

’貿易事務科

Ｉ流通ビジネス科

写真科
’
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介護サービス科

ｉ理容科

美容科

ホテル･譜官･レストラン科

観光ビジネス科

日本料理科

中国料理科

西洋料理科

臨床検査科

フラワー装飾科

メカトロニクス科

ｉ情報処理科

ｉフォ‾クリフト科

ｉ建築物衛生管理科

福祉工学科

床仕上げ科
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